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○小学生から熊本市の将来について意見交換した内容についての感想（田迎西小）

1. 地域拠点の拠点性維持・拡充の関する進捗状況について



4

○小学生が提案する将来のまち（田迎西小）

1. 地域拠点の拠点性維持・拡充の関する進捗状況について



会議概要：子飼地区の核である子飼商店街の「目指したい未来像」について意見交換を
行い、ビジョンを策定。将来的には、周辺の坪井、黒髪、藤崎宮まで対象とする。

主 催 者：urban direction（代表：和泉氏）
参 加 者：子飼商店街振興組合、子飼繁栄会商店街振興組合、熊本大学、県立大学、

ルーテル学院、濟々黌高等学校、碩台小学校、碩台校区自治会長、肥後銀行
子飼橋支店、市街地整備課、商業金融課 等

1.対象エリア

△子飼商店街 位置図

△子飼橋側入口△100円笑店街

浄行寺交差点

子飼商店街

子飼地区会議
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1. 地域拠点の拠点性維持・拡充の関する進捗状況について



様々な人たちが行きかう交流の場として非日常のような日常のある商店街

〇長期計画

6

〇中期計画

△商店街運営エコシステム

2.ビジョン

3.中長期計画

△将来の子飼商店街のイメージ（下北沢ボーナストラック）

〇職・住・遊で構成される商店街
『みんなで使い、みんなで育ててい
く新しいスペース、新しい “まち” 』

1. 地域拠点の拠点性維持・拡充の関する進捗状況について
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2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（1）居住誘導に関する主な取組（1）居住誘導に関する主な取組

① 金融機関と連携した金利の優遇
・金融機関（住宅金融支援機構・肥後銀行）と連携し、居住誘導区域における「住宅
ローン金利優遇プラン」をR4年4月から適用開始。

【制度活用イメージ】

・移住者向け中古住宅購入補助金制度を活用し居住誘導区域内に移住する案件が対象。

熊本市

住宅金融

支援機構

中古住宅購入補助

住宅ローン
金利引き下げ

協定

購入
移住就業施策

移住支援金（東京圏）県外からの移住者

➤空き家の発生抑制

➤定住人口の増加

最大50万円

最大100万円

約38万円※

移住者向け中古住宅購入支援補助金制度

※まずは本市とＳＤＧｓ推進に関する連携協定を結ぶ肥後銀行とタイアップ。今後多核連携都市の
更なる推進に向け熊本銀行、熊本信用金庫、第一信用金庫、熊本中央信用金庫等にも相談予定。



② 空き家対策
・本市の空き家対策として、「熊本市空き家バンク制度・空き家管理所業者紹介・老朽
危険空き等除却補助・空き家の譲渡所得特別控除」などを実施。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（1）居住誘導に関する主な取組（1）居住誘導に関する主な取組

・空き家バンクは2月時点で7件掲載、累計10件成約済。危険空き家の除却補助は
累計48件実施。

▲本市の主な住まいの支援制度

▲空き家バンクのイメージ

▲老朽危険空家等除却補助のイメージ



2. 立地適正化計画を推進する取組について

（1）居住誘導に関する主な取組（1）居住誘導に関する主な取組
③ 壁面屋上緑化補助金・つながりの森づくり補助金

▲つながりの森づくり補助のイメージ▲壁面屋上緑化のイメージ

▲つながりの森づくり補助金（民有地への植樹等への補助）限度額

▲壁面屋上緑化の補助率等

コンクリート構造物撤去：5万円

生 垣 ： 7万円（緑化重点地区の場合は10万円）

事業所等 ：20万円（緑化重点地区の場合は30万円）

個人住宅等：10万円（緑化重点地区の場合は15万円）

・国においては、成長戦略として、GX（グリーントランスフォーメーション）に関する取組が加速。

・そのような中、本市では、「緑の基本計画」にて中心市街地、地域拠点、これらを結ぶ公共

交通軸を緑化重点地区に設定するなど、都市計画との連携・整合を図っている。

・都市緑化に関する施策である、「壁面屋上緑化補助金」や「つながりの森づくり補助金」では、

緑化重点地区において補助額等を優遇。
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④ 建蔽率の緩和（都市計画制度等の活用）
・昨年度、居住誘導区域内の第1種低層住居専用地域の建蔽率を緩和（40%⇒50％）
し、建築物の平屋への建替やバリアフリー設備の増築を容易にし、居住を促進。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（1）居住誘導に関する主な取組（1）居住誘導に関する主な取組

○居住誘導区域内で建蔽率の緩和を生かしたことによる関係者の声

建蔽率に余裕のない
既存建築物

10％緩和

建蔽率「40％」

建蔽率「50％」

平屋への建替

エレベーター設備や1F居室の増築

※令和3年11月に都市計画変更済。

新居を検討するにあたっては、従前の居住地からの距離等を重要視し候補地を複数抽出。
「階段の上り下りがなく、コンパクトかつ効率的な動線の平屋建」という建主のプラン要望が
あった中で、建蔽率の緩和は、候補地の中から当該地を選んだ一つのきっかけとなった。

新居を検討するにあたっては、従前の居住地からの距離等を重要視し候補地を複数抽出。
「階段の上り下りがなく、コンパクトかつ効率的な動線の平屋建」という建主のプラン要望が
あった中で、建蔽率の緩和は、候補地の中から当該地を選んだ一つのきっかけとなった。 某設計者

※熊本市某区 令和４年7月建築 鉄骨造平屋建 建蔽率46％（限度50％）



① まちなか再生プロジェクト
・まちなか再生プロジェクトは、容積率の割増、高さ基準の特例承認、財政支援により老朽
建築物の建替え等を促すとともに、併せて、空地を生み出すことで災害時の避難・活動空間
を確保するなど、災害に強い上質な空間を創出する。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（2）都市機能誘導に関する主な取組（2）都市機能誘導に関する主な取組

【実績】
・令和4年度の実績は、令和5年1月末現在で4件。実績の合計としては、まちなか再生プロ
ジェクトを活用したものが9件、その他14件の合計23件。

年度 まちなか再生プロジェクト適用案件
容積率
の割増

高さ基準の
特例承認

財政
支援

R２

（仮称）下通ゲートプロジェクト（旧パルコ） ー ー 〇

（仮称）新市街ホテル店舗複合開発新築計画
カンデオホテル

ー 〇 〇

（仮称）ダイワロイネットホテル熊本銀座通り ー ー 〇

（仮称）KS2プロジェクト ー ー 〇

（仮称）NTT西日本桜町ビル ー 〇 〇

日本生命熊本ビル 〇 〇 〇

R3
（仮称）FWプロジェクト ー ー 〇

熊本春日北ビル ー ー 〇

R４ （仮称）甲玉堂 ー ー 〇

▲（仮称）第1新世界会館（旧パルコ）

▲日本生命熊本ビル



② 熊本市公開空地等整備・利活用等推進ガイドラインの策定
・まちなか再生プロジェクト等により生み出された公開空地等について、一定のルールのもと
賑わい創出等に資する使い方ができるように「熊本市公開空地等整備・利活用等推進
ガイドライン」を策定。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（2）都市機能誘導に関する主な取組（2）都市機能誘導に関する主な取組

【ガイドラインによる公開空地の利活用イメージ】 ※公開空地等の利用者・使い方などを想定し、検討過程などを掲載

■商業施設や飲食店が立ち並ぶ場所の公開空地等

・買い物客の休憩利用

・路面店によるにぎわいの創出 など



2. 立地適正化計画を推進する取組について

（2）都市機能誘導に関する主な取組（2）都市機能誘導に関する主な取組

▲夜間景観実証実験
（R4.10月 川尻船着き場）

▲川尻地区プロモーション動画
（R5.2月 公開）

③ 歴史まちづくりの推進

周辺環境の
保全と向上

歴史的建造物等
の保存・活用

地域資源の
魅力発信

▲町屋利活用モデル事業
（R5.1月竣工 川尻「川ぐら」）

くまもと歴史まちづくり計画（R2.6月策定）の重点区域である「城下町地区
（新町・古町）」及び「川尻地区」において、地域と行政等が協働して、町屋
等の歴史的建造物をはじめとする地域資源を活かした取組みを推進

14



2. 立地適正化計画を推進する取組について

（2）都市機能誘導に関する主な取組（2）都市機能誘導に関する主な取組
④ 富合町中心市街地土地区画整理事業

・地域拠点である富合地区では、「富合町中心市街地土地区画整理事業」にて、今年度

施行者となる組合が設立済。

・地区に未充足である商業施設や医療施設の充足に向け、現在施行者と調整中。

15▲土地利用計画図（案）

【事業概要】

事 業 名 ：富合町中心市街地土地

区画整理事業

施 行 者 ：富合町中心市街地土地

区画整理組合（組合施行）

地権者数：53名（認可申請時）

施行区域：約11.8ｈａ

事 業 費 ：約21.8億円

事業期間：令和4年～令和9年度



⑤ 第４期熊本市中心市街地活性化基本計画の策定 （※現在、申請中）

2. 立地適正化計画を推進する取組について

（2）都市機能誘導に関する主な取組（2）都市機能誘導に関する主な取組

【基本方針、目標、指標】

・計画期間：令和5年4月 ～ 令和10年3月 （5年間）
・事 業 数 ：行政65事業、民間28事業（行政及び民間含む） 計93事業
・目指すまちの姿 ： 昼も夜も歩いて楽しめる、いつまでも魅力的なまち

基本
方針

時代の変化に応えるまち
にぎわいあふれる

城下まち
安全・安心に

住み続けることができるまち

目

標

時代の変化を見据えた
魅力あるまちづくり

にぎわいの創出と
回遊性の向上

安全で安心できる
まちなかへの居住促進

指

標

・桜町・花畑周辺地区に魅力
があると感じる市民の割合
・熊本駅周辺が魅力的である
と感じる市民の割合

・中心市街地の歩行者
通行量
・熊本市内の宿泊客数

・中心市街地内の居住
人口

▼地域スタートアップ等支援事業

▲ビジネスマッチング支援イベント

▲熊本市ビジネス支援施設
「XOSS POINT.」（クロスポイント）のHP▲ウォーカブル都市推進事業

▲熊本城特別公開関連事業

【主な事業】
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2. 立地適正化計画を推進する取組について

17

（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組

平成29年4月～
◆ まちづくりセンター17箇所の設置
◆ 地域担当職員55人の配置(R4.3現在)

寄せられた地域課題（ニーズ）⇒5年間(H29～R3)で5,657 件
うち、4,953件(約87.6％)が対応済。

長年、対応できていなかった困難な課題も解決
⇒ 市民満足度の向上

・地域コミュニティの維持活性化に資する取り組みとして、まちづくりセンターを設置。
・H29～R3で約88％の地域課題に対応するなど、大きな効果を生んでいる。

▲ごみ屋敷の清掃活動の実施▲地域における防災活動の実施

87.6％

12.4％

① まちづくりセンターへの地域担当職員・相談窓口の設置



② 電子回覧板の整備
・コロナ禍の中でも、地域活動を継続する取り組みの一つとして北区においては、市公式ホーム
ページ内で 「電子回覧板」を整備。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組

▲電子回覧板(市ホームページ内)

▲電子回覧板案内パンフレット



・各区において、デジタル活用及びそれへの支援に関する取組を実施。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組

▲くまもとデジタルサポートセンターの設置・運営（中央区） ▲地域による“ちょこっとパトロール”の実施（東区）

▲地域自治会への出張SNS講座（南区）▲西区チャンネル まちセンTVの導入（西区） ▲ICTを活用した地域支援（北区）

③ デジタル活用の支援に関する取組



④ 各区の特性を活かした地域活動に関する取組
・各区においてはそれぞれの特性を活かして、「まちづくり推進経費」など活用し取組を推進。

2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組（3）地域コミュニティの維持活性化に関する主な取組

各区におけるまちづくりの取り組み(一部抜粋)

◆ まちづくり懇話会の開催

◆ eスポーツを活用した地域交流推進(中央区)

◆ 美化活動の啓発事業(東区)

◆ 企業や大学等と地域が連携したまちづくり
(西区)

◆ 防災に関する基調講演・意見交換会の
開催(南区)

◆ 「北区の魅力！」発信事業（絵画コンクール
等）を実施 (北区)

など

▲企業や大学等と地域が連携したまちづくり(西区)の例



① 公共車両等の走行環境の改善（基幹公共交通の機能強化）

2. 立地適正化計画を推進する取組について

（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組

・産業道路において、無電柱化事業と併せ、中心部に向かう方面へのバスレーンの導入を検討中。

◆無電柱化事業に併せ、中心部方面にバスレーン設置

整備前整備前

整備後整備後

【産業道路バスレーンイメージ】

21

・その他路線についても、バスレーンの導入拡大について検討中。

◆各方面における路線バスの輸送量等



② 乗換拠点（植木駅前）の整備（基幹公共交通の機能強化）

2. 立地適正化計画を推進する取組について

（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組

・安全で円滑な交通を確保するとともに、駅利用者の利便性の向上に資する植木駅前広場の
整備を実施。

整備前整備前 整備後整備後

【植木駅前の改良イメージ（駐輪場及びロータリー）】
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2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組

③ まちなかループバスの導入（バス路線網の再編）
・熊本駅、桜町バスターミナル、下通筋、通町筋のバス停をノンストップで結ぶ「まちなかループ
バス」を社会実験方式で運行。
・今年度は運行時間の拡充、フルラッピング車両の運行などを実施。

▲フルラッピング車両のイメージ ▲1日乗車券のイメージ ※令和3年度からの取組

■右側面

■左側面



④ 共同経営を中心とした持続可能なバス路線網の構築（バス路線網の再編）

2. 立地適正化計画を推進する取組について

24

（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組

・昨年度より、バス会社（5社）の共同経営によるサービスが開始。
・今年度は、共通定期の導入などのサービスを実施。

【共通定期券のイメージ】



2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組
⑤ AIを活用したデマンド型タクシーの導入（コミュニティ交通の導入）
・令和3年度に健軍地区周辺において実証実験を行ったAIデマンドタクシーについて、今年度は、
市街地部（長嶺・錦ヶ丘中学校区）と郊外部（天明地区）のエリアで実証実験を実施し、
地域特性に応じたコミュニティ交通の仕組みを検証。

・次年度も周辺地区まで対象の拡大を図り、実証実験の継続を検討し、本格導入を目指す。



2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組
⑥ グリーンスローモビリティの導入（コミュニティ交通の導入）

・ 中心市街地内の移動を円滑にすることで、まちなかでの滞在時間を向上させ、賑わい創出
につなげる「グリーンスローモビリティ」について、今年度花畑広場～熊本城エリアにて社会実験。

・次年度は、更なる拡充に向け、現在ルートや運行形態について検討中。



⑦ バス・電車無料の日（公共交通の利用促進）

2. 立地適正化計画を推進する取組について

（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組（4）公共交通ネットワークの充実に関する主な取組

・市民が公共交通を利用する“きっかけ”をつくるとともに、市内の交通渋滞の軽減を図る
ため、「バス・電車無料の日」を実施（R4.12.24 , R5.3.18) 。

・次年度以降も継続的に実施し、公共交通の利用促進を図る。

▲改良前

27

【当日の様子】

18:30頃（通町筋）18:00頃（辛島町電停）

一般的な土曜 19:30

【道路交通状況（中心部比較）】 ※グーグルマップ交通状況より

12月24日 19:30頃



2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（5）防災視点の強化に関する主な取組（5）防災視点の強化に関する主な取組

①防災基本条例の制定

・防災に関する基本的な考え方を示し、意識の醸成を図ることにより、地域防災力の最大化を
図り、真に災害に強いまちを実現するための「防災基本条例」を制定（R4.10.1施行）。

▲防災基本条例の主な項目 ▲防災基本条例の検討過程

市民ワークショップの様子 市長とドンドン語ろう！防災版の様子



29

（5）防災視点の強化に関する主な取組（5）防災視点の強化に関する主な取組

②浸水リスクの積極的周知・震災対処実動訓練の実施

・令和4年度に中心市街地（新市街）にて防災フェアを開催し、浸水リスクの周知啓発を実施。
10月には災害対応力の強化を図るため「震災対処実動訓練」を市内各校区で実施。
・また令和5年度からは、各地の想定浸水深を示す「浸水標識」を設置予定。

▲震災対処実動訓練の状況▲浸水標識のイメージ

▲防災フェアin新市街の様子

2. 立地適正化計画を推進する取組について



2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（5）防災視点の強化に関する主な取組（5）防災視点の強化に関する主な取組

③地域防災活動の優良事例集のとりまとめ
・各地域で活発におこなわれ、他地域の参考となるような地域防災活動について、本市全体
の地域防災力向上を目的に、「地域防災活動の優良事例集」としてとりまとめ。

▲令和4年度 地域防災活動の優良事例集

中央区 ★事例(1) 大江校区の防災対策について

東 区 ★事例(2) 秋津校区防災連絡会の取組
（地区防災計画の策定）

★事例(3) 尾ノ上防災クラブの結成と活動

西 区 ★事例(4) 池上校区の防災の取組

南 区 ★事例(5) 川尻校区の取組

★事例(6) 銭塘校区の取組

北 区 ★事例(7) 武蔵校区の取組
（『災害時連絡パネル』ほか）

★事例(8) 田底校区防災フェアを中心
とした防災の取組

【主な掲載内容 】



2. 立地適正化計画を推進する取組について
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（5）防災視点の強化に関する主な取組（5）防災視点の強化に関する主な取組
④防災士のフォローアップ研修の実施

・防災士（官民問わず）の取組の共有や、自助・共助の取組を促進させることを目的とする
「熊本市防災士フォローアップ研修」を1月に本市で初めて開催。
・今後も継続して研修を実施し、本市の地域防災力の向上を図る。

▲令和4年度熊本市防災士フォローアップ研修
（パンフレット）

▲当日の状況



2. 立地適正化計画を推進する取組について

32

（5）防災視点の強化に関する主な取組（5）防災視点の強化に関する主な取組

⑤天明地区における3D都市モデルを活用したシミュレーション・地区防災計画検討

・南区天明地区においては、国や研究機関とも連携し、「3Ｄ都市モデル」を用いた災害時の
シミュレーション等に関するシステムを構築。
・これらのデータや、地域でのアンケート調査結果などを活用し、令和4年度には、同地区の
「地区防災計画」を策定。

▲天明地区における浸水時のシミュレーション
▲地区防災計画策定に向けた

ワークショップの状況


